
新潟法律大学校の発表に先立ち

市民科学会議の取組みについて

※ 新潟法律大学校の生徒が
デザインしました



・社会的な課題解決を実践形式で学ばせたい先生

・下水道部へ配属されたばかりの事務系職員
• 大学の先生

キーパーソン（4年前）
相談

紹介

 学生が自ら調べ、考え実践するGゼミが誕生︕︕

下水道ＰＲの課題 ⇒
伸び行く下水道の時代は終わりに近づいたが、下水道に終わりはなく、
今後も維持管理が続く。生活の中で当たり前すぎて、特に若い世代は
下水道に興味なし。下水道を知ってもらう画期的な方法はないものか

意識はしてなかったが、下水道の市民科学会議的取り組みであった

・Ｚ世代が感じる下水道はＳDGｓそのもの
・下水道イメージのポジティブ化を図る手法としてカードゲームを考案・制作
・今後はカードゲームを通じ、就活生へ下水道の魅力を伝える… 詳細は学生のプレゼンで︕

下水道事業の質の変化


